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全天X線監視装置MAXIは 2008年、国際宇宙ステーションに搭載予定のX線検出器である。MAXIには一次
元位置検出型比例計数管を用いた Gas Slit Camera(GSC) と X線 CCDを用いた Solid-state Slit Camera(SSC)
の二種類の検出器が搭載され、それぞれ 2～30keV、0.5～10keVのX線に感度をもっている。MAXIは検出限界
1mCrabという、これまでのASMでは最高感度で全天のX線源を監視し、活動銀河核のX線変動の記録、超新
星爆発やバースト現象の速報などを行う。

現在、我々はMAXIのシミュレーションソフトウェアを開発している。このシミュレーションは ISS軌道上で
のGSCの観測性能評価を目的としており、暗い天体の観測限界、時間変動観測限界の調査を行う。また軌道バッ
クグラウンドを考慮した場合の全天カバー率、観測時間の見積りやイメージ、ライトカーブを作成し観測結果と
の比較なども行う。シミュレーションではMAXIの軌道、姿勢を計算し、GSCとGSC用コリメータの校正実験
の結果と Geant4によるシミュレーション結果をあわせて取り込む予定である。本講演ではこのシミュレーショ
ンソフトウェア開発の現状について発表する。


